
　　

　




企画講師／／河村　茂雄 先生／／　　　　　　（ご出講順）


河村　茂雄　　先生：早稲田大学教育・総合科学学術院 教授


粕谷　貴志　　先生：奈良教育大学教職大学院 准教授








講師ご紹介       





№０944０改訂1





学級内の「いじめ」、「学級崩壊」予防のポイントと対処法


～ 学級集団分析尺度Ｑ－Ｕを活用して（実践編）～





～「困り感」のあるすべての子どもたちを救うために～
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�
日　程�
時　　間�
　　　　テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
１２月


　5日


（土）�
10:00～11:15�
学級集団の状態の捉え方と学級集団分析尺度


Ｑ－Ｕの活用法�
河村　茂雄�
�
�
�
11:30～12:30�
学級集団の状態ごとのいじめ発生の特徴�
�
�
�
�
13:30～14:15�
管理型学級の理解と対応（演習）�
�
�
�
�
14:30～16:00�
なれあい型学級の理解と対応（演習）�
�
�
�
�
16:15～17:00�
学級集団の育成と崩壊予防のポイント　質疑応答�
�
�
�
１２月


　6日


（日）�
10:00～11:00�
いじめ問題の諸側面�
粕谷　貴志�
�
�
�
11:15～12:30�
管理型学級で発生するいじめの理解と対応


（事例を通した演習）�
�
�
�
�
13:30～14:15�
なれあい型学級で発生するいじめの理解と対応


（事例を通した演習）�
�
�
�
�
14:30～16:00�
荒れ始め型学級で発生するいじめの理解と対応


（事例を通した演習）�
�
�
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2006年後半から、学校でいじめを受けた子どもたちが自殺をするという問題が全国で発生し、社会を騒然とさせました。同年12月5日、私は５万人の児童生徒を対象とした調査研究結果をもとに、文部科学省記者クラブで記者会見をし、いじめの問題は単に被害者－加害者の二者関係の問題としてだけ捉えるのではなく、学級という集団の中での現象として捉えることが必要であることを強調しました。　　


それは、学級集団を単位にして活動や生活が展開される日本の学校では、いじめの問題は学級集団の状態がとても大きな影響を与えていることがデータで歴然と示されたからです。


本講座では学級集団分析尺度Ｑ－Ｕを活用して、学級集団の状態の把握の仕方、その中で発生するいじめの問題の理解と対応、学級崩壊に至るプロセス、について学習していきます。パートナーは粕谷貴志先生です。関心のある多くの方々の参加をお待ちしています。


                                                            　　　　　　 　　　＜河村　茂雄＞








期　日　：２００9年12月 5日（土）～ 6日（日）


受講対象：小学校・中学校で授業を受け持っている先生方、または学級経営や特別支援教育を


　　　　　　実践されている方、および、これらの実践に関わっている方、ご関心のある方々


定　員  ：10０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　催  ：明治安田こころの健康財団


会　場  ：明治安田こころの健康財団２Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


          　 （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）





「学校心理士」研修会単位承認番号 Ｂ-09-064














